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第
７４
回
全
国
植
樹
祭
が
５
月

２６
日
に
岡
山
市
北
区
の
ジ
ッ
プ

ア
リ
ー
ナ
岡
山
に
お
い
て
、
天

皇
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
も
と

全
国
か
ら
約
３
０
０
０
人
が
参

加
さ
れ
、「
晴
れ
の
国

光
で

育
つ

緑
の
心
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
式
典
の
冒
頭
で
は
、
今

年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半
島

地
震
の
犠
牲
者
へ
黙
と
う
が
捧

げ
ら
れ
、
岡
山
県
知
事
の
伊
原

木
隆
太
氏
は
、
植
樹
祭
を
契
機

に
豊
か
な
自
然
を
守
り
育
て
、

緑
あ
ふ
れ
る
郷
土
を
子
ど
も
た

ち
に
つ
な
い
で
い
く
と
決
意
を

表
明
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
天
皇
皇
后
両
陛
下

は
お
手
植
え
を
行
い
、天
皇
陛
下

は
ア
カ
マ
ツ
、
少
花
粉
の
ヒ
ノ

キ
と
ス
ギ
、
皇
后
陛
下
は
ク
ロ

ガ
ネ
モ
チ
、ア
テ
ツ
マ
ン
サ
ク
、

キ
ク
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
え
ら

れ
ま
し
た
。
お
手
播
き
で
は
、

「
み
ど
り
の
少
年
隊
」の
児
童
た

ち
が
協
力
し
て
天
皇
陛
下
が
少

花
粉
の
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
、皇
后
陛

下
が
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
と
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
の
種
を
ま
か
れ
ま
し
た
。

県
内
の
高
校
生
に
よ
る
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
、
地
元
の

森
林
を
未
来
へ
引
き
継
ぐ
決
意

を
表
現
し
た
演
劇
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
宣
言
で
は
、
森

林
資
源
の
循
環
利
用
推
進
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
、
伊
原
木
知
事

か
ら
次
回
開
催
地
で
あ
る
埼
玉

県
の
大
野
元
裕
知
事
に
木
製
地

球
儀
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

な
お
、
当
協
会
か
ら
は
招
待

を
受
け
た
佐
久
定
規
会
長
が
参

加
し
ま
し
た
。

１

２
０
２
７
年
国
際
園
芸
博

覧
会
の
状
況
に
つ
い
て

国
際
園
芸
博
覧
会
の
今
後
の

予
定
は
、
出
展
と
、
昨
年
、
調

達
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
認
定
さ

れ
た
、「
早
期
調
達
・
育
成
管

理
業
務
委
託
」
が
あ
り
ま
す
。

出
展
に
つ
い
て
は
、
７
月
末
ま

で
に
参
加
申
込
書
を
提
出
す
る

予
定
で
、
内
容
に
つ
い
て
は
、

ど
ん
な
形
で
、
ど
ん
な
植
物
で

出
展
す
る
か
を
、
今
後
、

２
０
２
７
年
国
際
園
芸
博
覧
会

特
別
委
員
会
を
開
催
し
内
容
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
出

展
は
、
日
本
植
木
協
会
や
植
木

生
産
業
界
の
Ｐ
Ｒ
が
メ
イ
ン
で

あ
り
ま
す
。ま
た
、早
期
調
達
・

育
成
管
理
業
務
委
託
は
、

２
０
２
４
年
度
も
履
行
し
て
ま

い
り
ま
す
。

２

令
和
５
年
度
連
絡
調
整
会

議
の
提
案
事
項
等
に
対
す
る

状
況
報
告

会
員
皆
様
の
要
望
に
よ
り
、

昨
年
度
の
提
案
事
項
等
の
状
況

報
告
を
作
成
し
回
答
し
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

「
令
和
５
年
度
の
提
案
事
項

①
」
樹
木
の
設
計
と
生
産
者
を

繋
ぐ
機
会
を
協
会
と
し
て
創
っ

て
ほ
し
い
。
生
産
者
と
し
て
、

樹
木
の
現
実
的
な
規
格
な
ど
を

理
解
し
て
頂
き
設
計
に
取
り
入

れ
て
頂
き
た
い
。
有
村
顧
問
を

は
じ
め
国
会
議
員
の
顧
問
の
先

生
方
に
国
土
緑
化
に
対
す
る
計

画
的
な
予
算
の
増
額
を
働
き
か

け
て
頂
き
た
い
。
各
地
で
街
路

樹
の
伐
採
が
徐
々
に
増
え
、
新

規
の
植
栽
工
事
が
減
少
し
て
い

る
。
国
交
省
な
ど
の
機
関
と
新

し
い
管
理
省
力
化
可
能
な
技
術

を
開
発
す
る
よ
う
な
事
業
を

行
っ
て
ほ
し
い
。

執
行
部
か
ら
状
況
報
告
の
回
答

令
和
５
年
１１
月
末
の
造
園
６

団
体
と
国
土
交
通
省
都
市
局
公

園
緑
地
・
景
観
課
と
の
意
見
交

換
に
お
い
て
、
公
共
樹
木
品
質

寸
法
規
格
基
準
の
変
更
に
つ
い

て
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
国
土
交
通
省
と
の
意
見
交

換
会
に
お
い
て
、
街
路
樹
樹
木

の
安
定
需
給
体
制
を
要
望
し
ま

し
た
が
、
担
当
部
局
は
道
路
局

と
い
う
把
握
で
留
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
要
望
・
陳
情

先
の
把
握
と
顧
問
の
先
生
に
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
行
き
ま

す
。な

お
、
各
地
で
街
路
樹
の
管

理
革
新
が
求
め
ら
れ
る
中
、
植

え
替
え
に
適
す
る
新
し
い
樹
木

の
提
案
（
例
ム
サ
シ
ノ
ケ
ヤ

キ
）
な
ど
協
会
の
知
識
を
結
集

さ
せ
、
提
案
活
動
を
進
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

「
令
和
５
年
度
の
提
案
事
項

②
」
樹
木
の
生
産
性
を
確
保
す

る
た
め
畑
の
伐
採
木
の
野
焼
き

焼
却
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
関

係
省
庁
に
働
き
か
け
を
お
願
い

し
た
い
。

執
行
部
か
ら
状
況
報
告
の
回
答

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
施
行
令
に
規
定
さ

れ
て
い
る
焼
却
禁
止
の
例
外
と

な
る
「
農
業
、
林
業
又
は
漁
業

を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な
い

も
の
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
る
も

の
」
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
所

管
省
庁
で
あ
る
環
境
省
の
担
当

者
に
対
し
て
、
解
釈
等
を
確
認

す
る
な
ど
、
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
確
認

後
、
皆
様
方
に
周
知
い
た
し
ま

す
。

伐
採
木
の
野
焼
き
に
つ
い
て
、

会
議
出
席
者
か
ら
左
記
の
意
見

等
が
あ
り
ま
し
た
。

「
農
業
を
営
む
た
め
に
や
む

を
得
な
い
も
の
と
し
て
お
こ
な

わ
れ
る
も
の
」
に
つ
い
て
は
、

環
境
省
に
指
針
等
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
例
え
ば
、
農

地
に
植
生
し
て
い
る
樹
木
等
の

焼
却
な
ら
良
い
と
か
、
焼
却
し

た
炭
は
土
壌
改
良
剤
と
な
る
の

で
良
い
等
。
指
針
が
わ
か
れ

ば
、
市
町
村
に
届
け
出
を
行

い
、
消
防
署
に
も
事
前
に
届
け

出
て
、
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。燃

や
さ
な
い
で
チ
ッ
プ
に
し

て
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
い
う
流
れ

と
し
て
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

動
き
が
各
市
町
村
に
出
て
い

る
。
そ
れ
に
対
す
る
補
助
が
あ

れ
ば
い
い
と
は
思
っ
て
い
る
。

３

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
提
案
事
項

等
に
つ
い
て

「
協
会
の
運
営
・
経
営
や
今

後
の
方
針
等
に
つ
い
て
」
北
海

道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
ブ

ロ
ッ
ク
（
愛
知
県
支
部
）、
関

西
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
国
・
四
国
ブ

ロ
ッ
ク
か
ら
左
記
の
提
案
事
項

等
が
あ
り
ま
し
た
。

地
方
の
公
共
緑
化
工
事
の
減

少
、
樹
木
生
産
者
の
高
齢
化
に

加
え
、
昨
今
の
イ
ン
ボ
イ
ス
の

導
入
や
資
材
高
の
影
響
で
、
大

変
苦
し
い
状
況
で
す
。
今
後
は

ま
す
ま
す
会
員
減
少
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
会
費
で
運
営
し
て
い

る
日
本
植
木
協
会
で
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
い
か

に
魅
力
的
な
活
動
を
行
っ
て
い

く
の
か
、
経
営
を
安
定
さ
せ
て

い
く
の
か
、
中
長
期
の
方
針
を

示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

執
行
部
か
ら
の
回
答

昨
年
度

の
事
務
局
体
制
に
一
部
不
備
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
長
期
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
年
度
か
ら
新
体
制
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、

令
和
６
年
度
収
支
予
算
と
決
算

状
況
を
勘
案
し
、
７
年
度
の
収

支
予
算
を
検
討
す
る
中
で
、
財

務
を
含
め
た
中
長
期
の
検
討
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
協
会
が

魅
力
あ
る
団
体
で
あ
る
こ
と

を
、
会
員
の
皆
様
が
享
受
で
き

る
よ
う
、
要
望
事
項
等
を
把
握

し
、
農
林
水
産
省
を
始
め
、
所

管
省
庁
へ
の
働
き
か
け
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
一
般
社
団
法
人

と
い
う
全
国
団
体
の
優
位
性
を

積
極
的
に
活
用
し
、
会
員
の
皆

様
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
施
策
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

「
過
去
の
提
案
事
項
の
周
知
や

開
示
に
つ
い
て
」
関
東
・
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
、
中
部
ブ
ロ
ッ

ク
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か

ら
左
記
の
提
案
事
項
等
が
あ
り

ま
し
た
。

過
去
の
要
望
に
お
い
て
現
実

化
し
た
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
る

か
知
り
た
い
。
毎
年
要
望
書
を

全
国
各
地
で
提
出
し
て
い
る

が
、
そ
の
意
見
、
要
望
内
容
と

本
部
の
回
答
は
末
端
ま
で
知
ら

さ
れ
て
い
な
い
？
（
毎
年
同
じ

要
望
に
な
る
）
特
に
、
本
部
か

ら
の
回
答
は
知
り
た
い
（
過
去

の
質
問
、
回
答
を
含
め
）

執
行
部
か
ら
の
回
答

今
回
、

昨
年
の
全
国
連
絡
調
整
会
議
で

交
わ
さ
れ
た
意
見
の
経
過
報
告

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
も

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
重
要
視
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
４

月
よ
り
事
務
局
が
新
体
制
に

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
連

絡
調
整
会
議
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
の
提
案
事
項
等
の
進
捗
状

況
等
を
事
前
に
配
布
で
き
な

か
っ
た
こ
と
を
、
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。今
後
は
、各
ブ
ロ
ッ

ク
等
か
ら
の
提
案
事
項
等
の
依

頼
時
に
、
前
年
度
の
連
絡
調
整

会
議
で
出
さ
れ
た
提
案
事
項
等

の
進
捗
状
況
や
経
過
報
告
を
回

付
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

「
緑
化
通
信
や
情
報
発
信
に
つ

い
て
」
関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
三
重
県

支
部
）、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
、
新

樹
種
部
会
か
ら
左
記
の
提
案
事

項
等
が
あ
り
ま
し
た
。

予
算
が
な
い
な
ら
、
緑
化
通

信
を
ペ
ー
パ
ー
で
な
く
メ
ー
ル

に
し
て
は
ど
う
か
。
植
木
の
需

要
喚
起
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

き
た
い
。
日
本
植
木
協
会
に
は

消
費
者
に
分
か
り
易
い
『
う
え

き
の
ち
か
ら
』
を
様
々
な
媒
体

で
発
信
し
て
植
木
の
需
要
喚
起

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
情
報
発
信
の

た
め
に
も
よ
り
一
層
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
構
成
更
新
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
。

執
行
部
か
ら
の
回
答

緑
化
通

信
に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
様

以
外
に
、官
公
庁
、関
連
団
体
、
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５
月
２３
日
㈭
１３
時
か
ら
協
会
会
議
室
に
て
連
絡
調
整
会
議
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
会
長
、
副
会
長
、
部
会
担
当
理
事
、
専
門
部

会
長
及
び
事
務
局
で
、
対
面
１７
名
、
リ
モ
ー
ト
２
名
、
欠
席
者
１

名
。

第７４回全国植樹祭式典の様子（林野庁提供）
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北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
長

松
村

幹
了

㈲
大
坂
林
業
（
北
海
道
）

関
東
・
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長

城
処

章

㈲
大
門
殖
産
園
（
埼
玉
県
）アケボノヤナギ

中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

赤
塚

正
基

赤
塚
花
木
園
（
三
重
県
）

関
西
ブ
ロ
ッ
ク
長

兼

滋
賀
県
支
部
長

中
西

誠

㈱
中
西
園
材
（
滋
賀
県
）

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
長

内
山

淳

㈱
山
都
屋
（
岡
山
県
）

地
方
公
共
団
体
等
へ
発
信
し
て

い
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
で
は
な

く
紙
媒
体
で
の
継
続
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

ご
指
摘
の
樹
木
の
魅
力
や
効

能
に
つ
い
て
は
、
緑
化
通
信
や

協
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（Facebook
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
に
積
極
的

に
発
信
す
る
広
報
活
動
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
緑
化
通

信
で
掲
載
さ
れ
た
、
社
園
さ
ん

紹
介
、
日
本
列
島
植
木
植
物
園

な
ど
を
協
会
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
掲
載

し
て
い
く
こ
と
と
し
、
幅
広
い

層
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
ま
い
り
ま

す
。な

お
、
協
会
の
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
（
う
え
き
の
ち
か
ら
）
を
よ

り
有
効
活
用
で
き
る
内
容
に
す

る
計
画
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
そ
の
際
に
は
、
農
林
水

産
省
を
は
じ
め
、
関
係
省
庁
や

関
係
団
体
、
地
方
公
共
団
体
等

に
配
布
す
る
と
と
も
に
、
会
員

の
皆
様
に
も
関
係
者
へ
配
布
し

て
い
た
だ
く
よ
う
、
手
配
を
行

い
ま
す
。
当
協
会
の
認
知
度
向

上
に
活
用
で
き
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て
も
、
今
後
、
更

新
等
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。そ

の
他
、
個
別
の
提
案
事
項

等
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
回
答

を
行
い
ま
し
た
。

「
植
木
の
設
計
価
格
を
上
げ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。（
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
）」

執
行
部
か
ら
の
回
答

建
設
物

価
の
本
年
２
月
号
よ
り
樹
木
価

格
が
概
ね
前
年
比
５
〜
１５
％
引

き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
調
査

会
が
各
地
域
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
物
流
費
の
上
昇
を
考
慮

し
た
た
め
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
経
済
調
査
会
の

積
算
資
料
も
今
年
中
に
同
様
の

引
き
上
げ
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
い
わ
ゆ
る
運
輸
業
界
の

２
０
２
４
年
問
題
に
伴
い
、
既

に
本
年
４
月
よ
り
輸
送
費
が
上

昇
し
、
今
後
も
予
断
を
許
し
ま

せ
ん
。
協
会
は
こ
う
し
た
実
情

を
経
済
調
査
会
、
建
設
物
価
調

査
会
に
情
報
提
供
し
、
樹
木
価

格
に
逸
早
く
反
映
で
き
る
よ

う
、
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
会
員
の
皆
様
に
調
査

票
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

ず
、
望
ま
し
い
価
格
を
記
入
い

た
だ
き
返
送
願
い
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「
事
務
局
経
費
に
つ
い
て
（
コ

ン
テ
ナ
部
会
）」

事
務
局
経
費
に
つ
い
て
相
応

の
負
担
は
や
む
を
得
な
い
が
、

こ
の
負
担
程
度
で
は
抜
本
的
な

解
決
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

執
行
部
か
ら
の
回
答

令
和
６

年
度
第
３
回
理
事
会
（
令
和
６

年
３
月
２６
日
開
催
）
の
議
題
と

し
て
各
部
会
負
担
の
提
案
が
出

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
業
務

執
行
理
事
会
（
令
和
６
年
５
月

１５
日
開
催
）
で
、
再
度
検
討
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

「
①
青
年
部
会
入
会
の
働
き
か

け
に
つ
い
て

②
助
成
金
の
継

続
に
つ
い
て
（
青
年
部
会
）」

①
青
年
部
会
員
は
現
在
１
０

５
名
と
１
０
０
名
を
切
る
の
は

目
に
見
え
て
き
ま
し
た
。
親
会

に
入
っ
て
い
る
会
員
の
子
弟

に
、
後
継
者
育
成
の
た
め
と
し

て
、
ぜ
ひ
と
も
青
年
部
に
も
入

会
し
て
も
ら
う
よ
う
に
積
極
的

に
働
き
か
け
て
頂
き
た
い
で

す
。
も
ち
ろ
ん
、
男
性
で
な
く

て
も
今
後
は
女
性
会
員
も
増
や

し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、

会
社
の
若
手
の
従
業
員
さ
ん
等

も
入
会
し
て
頂
く
よ
う
働
き
か

け
て
頂
き
た
い
。

②
今
後
の
青
年
部
会
と
し
て

の
活
動
は
会
員
減
少
に
伴
い
未

だ
に
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
同
額
助
成
金
を

継
続
し
て
頂
き
た
く
お
願
い
し

ま
す
。

執
行
部
か
ら
の
回
答

①
青
年

部
会
の
活
動
が
、
協
会
の
未
来

へ
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
要
望

に
つ
い
て
は
、
会
員
の
皆
様
か

ら
青
年
部
会
に
入
会
し
て
い
た

だ
く
よ
う
、
常
日
頃
か
ら
勧
誘

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ロ
ッ
ク
長
、
支
部
長
及
び
各
部

会
長
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
会

議
や
研
修
会
等
を
通
じ
て
、
会

員
各
位
に
伝
え
て
い
た
だ
く
よ

う
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。ま
た
、青
年
部
会
で
は
、

準
会
員
制
度
を
設
け
て
お
り
ま

す
の
で
、
そ
の
際
に
は
、
別
添

資
料
も
配
布
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

②
助
成
金
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
と
同
様
に
引
き
続
き
予
算

措
置
し
て
参
り
ま
す
。

４

報
告
事
項
に
つ
い
て

「
２
０
２
４
年

今
年
期
待
の

造
園
人
に
つ
い
て
」
２
０
２
４

年
の
受
賞
者
の
紹
介
を
行
い
、

今
後
、
２
０
２
５
年
の
募
集
が

あ
り
次
第
周
知
す
る
旨
を
伝
え

ま
し
た
。

「
令
和
６
年
度

第
４０
回
都
市

公
園
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」

募
集
の
案
内
が
あ
り
次
第
周
知

す
る
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

「
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
」
令
和
６
年
４
月
２５
日
に

国
土
交
通
省
都
市
局
公
園
緑

地
・
景
観
課
及
び
（
公
財
）
都

市
緑
化
機
構
の
担
当
者
が
協
会

に
来
所
さ
れ
、
国
土
交
通
省
の

登
録
制
度
で
あ
る
ガ
ー
デ
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
相
手
方
か
ら

は
、
協
会
の
「
日
本
列
島
植
木

植
物
園（
以
下「
列
島
植
物
園
」

と
い
う
。）」を
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
よ
う
な
大
々
的
な
も

の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
形
で

登
録
で
き
な
い
か
を
検
討
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
た
だ
し
、
ガ

ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
登
録
さ

れ
た
場
合
に
よ
る
補
助
金
等
は

無
い
旨
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

協
会
か
ら
は
、
列
島
植
物
園
の

一
覧
表
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

全
て
の
列
島
植
物
園
が
ガ
ー
デ

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
に
は
で

き
な
い
旨
を
伝
え
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ

い
て
、
出
席
者
か
ら
左
記
の
意

見
等
が
あ
り
ま
し
た
。

１５
年
ほ
ど
前
に
、
都
市
緑
化

機
構
の
補
助
金
が
あ
り
、
ガ
ー

デ
ン
街
道
の
コ
ン
ペ
を
申
請

し
、
施
設
等
を
整
備
し
た
。
そ

の
後
、
ガ
ー
デ
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
登
録
制
度
が
で
き
た
が
、
こ

の
制
度
で
は
補
助
金
は
な
く
、

毎
年
、
来
場
数
や
報
告
事
項
の

資
料
を
作
成
す
る
作
業
が
沢
山

あ
る
。

都
市
緑
化
機
構
の
補
助
金
が

あ
れ
ば
、
列
島
植
物
園
で
申
請

す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な

い
か
。
ま
た
、
列
島
植
物
園
運

営
委
員
会
で
今
後
の
発
展
性
を

検
討
し
、
も
っ
と
一
歩
踏
み
出

し
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
国
交

省
の
担
当
者
等
を
交
え
た
意
見

交
換
を
行
う
の
が
良
い
の
で
は

な
い
か
。

１
社
１
社
で
な
く
、
列
島
植

物
園
全
体
と
し
て
の
コ
ン
テ
ン

ツ
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
も
一

つ
の
考
え
で
あ
る
と
思
う
。

５

連
絡
事
項
（
３
点
）

荷
札
に
つ
い
て

昨
年
度
ま

で
の
荷
札
は
、
１
枚
４
円
（
税

込
み
）、
新
荷
札
は
、
１
枚

５
・
５
円（
税
込
み
）。
ま
た
、

送
料
に
つ
い
て
も
昨
年
度
ま
で

は
、仮
に
８
０
０
円（
税
込
み
）

が
、
今
後
は
８
８
０
円
（
税
込

み
）
と
な
り
ま
す
。

叙
勲
に
つ
い
て

会
員
の
方
が

叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
場
合
は
、

協
会
事
務
局
ま
で
の
連
絡
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用
ペ

ー
ジ
に
つ
い
て

全
会
員
へ
の

周
知
事
項
等
に
つ
い
て
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
会
員
専
用
ペ

ー
ジ
」
を
活
用
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
る
。

６

そ
の
他
（
フ
リ
ー
ト
ー
キ

ン
グ
）

総
会
の
持
ち
回
り
に
つ
い
て

東
京
開
催
だ
け
で
い
い
の

か
。
地
方
開
催
が
あ
っ
た
ほ
う

が
い
い
の
か
意
見
交
換
を
行
っ

た
。総

会
開
催
を
変
更
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
が
、
気
候
の
い
い

時
期
に
開
催
で
き
な
い
か
と
思

う
。
又
は
、
総
会
と
は
別
に
全

国
研
修
会
を
開
催
す
る
の
も
一

つ
の
案
と
思
う
。

簡
素
化
や
効
率
化
を
考
え
る

な
ら
、
東
京
開
催
だ
け
で
い
い

が
、
ブ
ロ
ッ
ク
開
催
は
準
備
な

ど
大
変
で
あ
る
が
、
会
員
間
の

一
体
感
が
生
ま
れ
、
会
員
間
の

連
携
が
取
れ
る
と
思
う
。
ま

た
、
東
京
だ
け
の
開
催
と
な
る

と
疎
外
感
が
あ
る
。

関
東
は
東
京
の
Ａ
ホ
テ
ル
、

関
西
は
大
阪
の
Ｂ
ホ
テ
ル
、
九

州
は
福
岡
の
Ｃ
ホ
テ
ル
な
ど
、

ホ
テ
ル
を
固
定
す
る
の
も
一
つ

の
案
と
思
う
。

以
上

北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の

ブ
ロ
ッ
ク
長
に
な
り
ま
し
た
㈲

大
坂
林
業
の
松
村
で
す
。
こ
の

ブ
ロ
ッ
ク
、
日
本
の
４
割
を
占

め
る
広
大
な
面
積
に
会
員
が
点

在
し
て
お
り
、
会
議
は
リ
モ
ー

ト
主
体
、
総
会
で
交
流
・
懇
親

を
深
め
る
と
い
っ
た
感
じ
で
運

営
し
て
お
り
ま
す
。
さ
て
、
弊

社
で
は
地
域
や
業
界
の
課
題
解

決
に
前
向
き
に
取
組
も
う
と
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
が
奏
功
し
て
、
春
に
は

新
卒
や
I
タ
ー
ン
を
含
む
６
名

が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
技
術
維
持
の
た

め
、
積
極
的
に
事
業
継
承
も

行
っ
て
い
ま
す
。「
山
椒
は
小

粒
で
も
ぴ
り
り
と
辛
い
」、
地

域
で
残
る
経
営
を
植
物
か
ら
学

ん
で
い
ま
す
。

昨
年
１０
月
の
ブ
ロ
ッ
ク
総
会

で
ブ
ロ
ッ
ク
長
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
、
埼
玉
県
支
部
の
㈲
大
門

殖
産
園
の
城
処
章
で
す
。
当
園

は
、
大
正
時
代
か
ら
植
木
・
果

樹
苗
を
扱
い
現
在
に
至
っ
て
ま

す
。私

が
、
青
年
部
会
全
国
幹

事
、
ブ
ロ
ッ
ク
長
時
代
（
バ
ブ

ル
直
後
）
は
、
ど
の
植
木
屋
も

大
盛
況
で
し
た
。
そ
の
後
、
日

本
経
済
の
低
迷
と
共
に
、
残
念

な
が
ら
植
木
業
界
も
低
迷
期
に

入
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
色
々

と
努
力
を
重
ね
乗
り
切
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。
近
年
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
G
X
、

２
０
２
７
年
国
際
園
芸
博
な
ど

明
る
い
話
題
も
出
て
ま
い
り
ま

し
た
。
全
国
理
事
様
、
各
県
支

部
長
様
と
一
緒
に
、
微
力
な
が

ら
協
会
、
ブ
ロ
ッ
ク
発
展
の
た

め
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

「
人
に
や
さ
し
く
自
分
に
厳

し
く
」
を
心
が
け
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
難
し
く
実
行
出

来
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
柳
（
ア
ケ

ボ
ノ
ヤ
ナ
ギ
）
を
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。（
春
の
新
葉
が
白
っ

ぽ
く
な
り
ま
す
。）

こ
の
度
、
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
長

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
三
重
県

の
赤
塚
正
基
で
す
。

青
年
部
時
代
の
仲
間
と
中
部

ブ
ロ
ッ
ク
を
運
営
し
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
思

い
ま
す
。

当
社
は
三
重
県
の
中
心
、
津

市
高
野
尾
町
に
あ
り
ま
す
。
芸

濃
イ
ン
タ
ー
を
降
り
て
５
分
ほ

ど
に
あ
り
交
通
の
便
が
と
て
も

良
い
所
に
位
置
し
ま
す
。
地
の

利
を
い
か
し
て
常
に
敏
速
な
対

応
が
出
来
る
よ
う
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

三
重
県
で
は
、
三
重
サ
ツ
キ

な
ど
ツ
ツ
ジ
類
の
生
産
が
主
流

で
し
た
が
、
最
近
で
は
、
中
低

木
の
ｐ
ｏ
ｔ
生
産
が
拡
大
し
て

き
て
お
り
ま
す
。
常
に
時
代
の

流
れ
、
流
行
に
敏
感
に
対
応
で

き
る
の
が
生
き
残
る
カ
ギ
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
（
愛

知
、
岐
阜
、
静
岡
、
三
重
、
福

井
）
は
横
の
つ
な
が
り
が
と
て

も
良
い
ブ
ロ
ッ
ク
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
を
い
か
し
て
ブ
ロ
ッ

ク
運
営
を
円
滑
か
つ
活
発
に
進

め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
度
、
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
長

を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
株
式
会

社
中
西
園
材
の
中
西
で
す
。

弊
社
は
滋
賀
県
守
山
市
で
卸

売
り
を
営
ん
で
お
り
ま
す
。
創

業
は
大
正
７
年
で
当
時
は
物
不

足
の
た
め
、
私
の
曽
祖
父
が
野

菜
や
花
苗
の
生
産
を
し
て
い
た

そ
う
で
す
。
バ
ブ
ル
期
の
緑
化

ブ
ー
ム
の
波
に
の
り
、
取
り
扱

い
品
目
や
圃
場
面
積
を
増
や

し
、
植
木
を
中
心
に
石
材
や
造

園
資
材
な
ど
も
取
り
扱
う
造
園

資
材
卸
売
業
と
し
て
現
在
に
至

り
ま
す
。
少
量
多
品
種
の
小
口

の
民
間
材
料
主
体
で
小
回
り
の

利
く
卸
屋
と
し
て
日
々
努
力
し

て
お
り
ま
す
。
最
後
に
な
り
ま

し
た
が
協
会
本
部
な
ら
び
に
全

国
の
協
会
員
の
皆
様
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。一

番
好
き
な
名
言

「
一
隅
を
照
ら
す
」

前
月
号
の
理
事
紹
介
で
抱
負

を
述
べ
た
の
で
、
今
回
は
今
後

の
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
に
つ
い
て
雑

感
を
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

私
が
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
平
成
２６
年
に
岡
山
県

支
部
長
と
な
り
同
時
に
副
ブ

ロ
ッ
ク
長
（
加
藤
一
已
ブ
ロ
ッ

ク
長
）
を
拝
命
し
て
か
ら
に
な

り
ま
す
。
当
時
の
ブ
ロ
ッ
ク
長

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

し
て
会
員
の
意
識
や
知
識
の
向

上
、
そ
し
て
お
互
い
の
親
睦
を

社園名/氏名
㈲大坂林業

松村 幹了
㈲大門殖産園

城処 章
赤塚花木園

赤塚 正基
㈱中西園材

中西 誠
㈱山都屋

内山 淳
エンザイ緑販㈲

福島 明裕

ブロック名

北海道・東北

関東・甲信越

中 部

関 西

中国・四国

九 州

（
一
社
）日
本
植
木
協
会

新
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
新
支
部
長
紹
介

今
年
度
、
来
年
度
の
新
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
新
支
部
長
が
、
抱
負
や
、
各
支
部
や
地
域
の
生
産
状
況
や
紹
介
、

ま
た
は
ご
自
身
の
社
園
紹
介
等
、
最
後
に
好
き
な
言
葉
等
を
紹
介
し
ま
す
。

ブロック長
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九
州
ブ
ロ
ッ
ク
長

福
島

明
裕

エ
ン
ザ
イ
緑
販
㈲
（
福
岡
県
）

精油生産地ツアー（弊社ワダスメモリー畑）

北
海
道
支
部
長大森

康
雄

㈲
十
勝
大
森
牧
場

岩
手
県
支
部
長菅原

豊

㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ

秋
田
県
支
部
長

川
村

和
泉

㈲
田
村
山
林
緑
化
農
園

宮
城
県
支
部
長

田
中

秀
穂

㈱
ガ
ー
デ
ン
二
賀
地東京駅の壁面緑化

福
島
県
支
部
長

小
林

宏
治

㈱
ダ
イ
シ
ョ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト

茨
城
県
支
部
長

酒
井

寿
彦

酒
井
仁
左
衛
門
農
園

栃
木
県
支
部
長江連

勝
え
づ
れ
園

埼
玉
県
支
部
長

高
橋

慶
治

㈲
染
谷
植
物
園

図
る
機
会
を
積
極
的
に
つ
く
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
か
げ
で

そ
れ
ま
で
幽
霊
会
員
で
あ
り
ま

し
た
が
多
く
の
仲
間
と
知
り
合

う
こ
と
が
で
き
、
植
木
業
界
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
教
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
の
課

題
は
、
会
員
の
減
少
、
特
に
将

来
を
担
う
青
年
会
員
の
入
会
が

な
く
、
地
方
で
の
植
木
生
産
に

携
わ
る
若
手
に
と
っ
て
仲
間
を

作
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
は
と
心
配
で
す
。

環
境
問
題
に
端
を
発
す
る
都

市
緑
化
へ
の
関
心
、
海
外
の
日

本
庭
園
へ
の
関
心
が
高
ま
る

中
、
環
境
緑
化
樹
木
を
生
産
し

て
い
る
協
会
員
は
、
協
会
の
垣

根
を
超
え
て
関
係
団
体
と
連
携

す
る
な
ど
し
て
こ
の
チ
ャ
ン
ス

を
活
か
す
時
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

全
国
組
織
の
会
員
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
か
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
が
少
し
で
も
活
発
に
な
る
機

会
づ
く
り
に
尽
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

九
州
で
は
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の
工
場

進
出
な
ど
で
一
部
地
域
で
は
経

済
が
活
性
化
し
て
い
ま
す
が
、

九
州
全
体
を
観
る
と
緑
化
業
界

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。
加
え
て
、
需
要
の

減
少
以
上
に
供
給
量
が
減
っ
て

し
ま
い
、
調
達
で
き
な
い
樹
種

が
あ
る
反
面
、
売
れ
ず
に
処
分

せ
ざ
る
を
得
な
い
樹
種
が
あ
る

と
い
う
、
な
ん
と
も
悔
し
い
状

況
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
生
産

す
る
樹
種
の
選
定
と
生
産
量
を

調
整
す
る
役
割
を
地
域
の
市
場

や
組
合
な
ど
が
担
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
個
人
的
に
ア

ロ
マ
事
業
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
年
４
月
に
は@

arom
a

㈱
、A

G
reen

㈱
と（
一
社
）

緑
の
機
能
性
研
究
所
の
共
催
で

精
油
の
生
産
地
ツ
ア
ー
を
開
催

し
ま
し
た
。
参
加
者
は
ア
ロ
マ

セ
ラ
ピ
ス
ト
、
住
宅
メ
ー
カ

ー
、
サ
ウ
ナ
関
係
者
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
海
外
産
ア
ロ
マ
で

は
な
か
な
か
見
る
事
が
で
き
な

い
原
料
か
ら
精
油
が
で
き
る
ま

で
の
現
場
を
見
て
頂
き
ま
し

た
。
機
能
性
に
着
目
す
る
こ
と

で
樹
木
の
可
能
性
を
も
っ
と
拡

げ
る
事
が
で
き
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

好
き
な
言
葉

「
斜
め
に
真
っ
直
ぐ
」

趣
味
「
二
胡
」

私
の
経
営
す
る
㈲
十
勝
大
森

牧
場
は
北
海
道
十
勝
平
野
の
南

の
端
の
広
尾
町
に
あ
り
ま
す
。

当
初
は
畜
産
と
並
行
し
て
グ
ラ

ウ
ン
ド
カ
バ
ー
植
物
を
生
産
し

て
い
ま
し
た
が
、
３０
年
ほ
ど
前

か
ら
本
格
的
に
宿
根
草
の
生
産

を
始
め
ま
し
た
。
種
子
や
花
苗

も
海
外
か
ら
直
接
仕
入
れ
、

色
々
な
品
種
の
導
入
に
も
努
め

て
お
り
、
現
在
で
は
自
生
種
も

含
め
１
３
０
０
品
種
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
最
近
注
文
の
増
え

て
い
る
グ
ラ
ス
類
も
８０
品
種
ほ

ど
生
産
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

目
標
は
さ
ら
に
品
種
数
を
増
や

し
、
普
通
の
庭
か
ら
公
共
花
壇

の
植
栽
設
計
ま
で
十
分
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

好
き
な
こ
と
わ
ざ
は
、「
為

せ
ば
成
る
、
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ

何
事
も
」。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
、
３０

年
以
上
日
本
の
国
、
そ
し
て
私

た
ち
の
植
木
業
界
も
ず
っ
と
経

済
の
低
迷
に
苦
し
め
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
一
昨
年
の
暮

れ
こ
ろ
か
ら
大
企
業
や
中
堅
企

業
を
中
心
に
新
陳
代
謝
を
し
て

経
営
の
健
全
を
進
め
た
企
業
か

ら
段
々
に
企
業
業
績
が
回
復
を

し
て
き
て
、
大
企
業
や
中
堅
企

業
の
約
６
割
が
今
年
度
の
企
業

業
績
に
つ
い
て
、
製
造
業
を
中

心
に
２
割
以
上
の
増
収
増
益
が

見
込
め
る
と
い
う
記
事
が
経
済

新
聞
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
マ
イ
ナ
ス
金
利
か
ら
プ
ラ
ス

金
利
に
デ
フ
レ
経
済
か
ら
イ
ン

フ
レ
経
済
に
、
こ
こ
に
き
て

や
っ
と
日
本
経
済
が
反
転
を
し

て
動
き
出
し
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。
時
代
は
大
き
く
変
化
し

て
動
き
出
し
て
き
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
植
木
屋
さ
ん
も
今
ま

で
の
経
営
を
も
う
一
度
見
直
し

新
陳
代
謝
を
行
い
、
こ
れ
か
ら

の
新
し
い
時
代
の
変
化
に
対
応

し
た
経
営
に
切
り
替
え
て
健
全

で
明
る
く
希
望
を
持
て
る
植
木

屋
さ
ん
に
生
ま
れ
変
わ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

岩
手
県
支
部
は
三
菱
グ
ル
ー

プ
会
社
の
小
岩
井
農
牧
㈱
さ
ん

と
小
さ
く
細
々
と
経
営
を
し
て

い
る
㈱
み
ち
の
く
ビ
オ
ト
ー
プ

の
２
社
園
で
す
。
植
木
屋
さ
ん

を
営
む
に
は
、
好
条
件
の
場
所

と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
盛
岡
の

石
割
桜
の
よ
う
に
希
望
郷
の
大

地
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し

て
植
木
屋
さ
ん
を
営
ん
で
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命

に
植
木
の
生
産
と
販
売
を
続
け

て
参
り
ま
す
の
で
植
木
協
会
の

会
員
の
皆
様
方
の
ご
指
導
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。今

年
度
支
部
長
に
な
り
ま
し

た
川
村
和
泉
で
す
。
秋
田
県
支

部
の
発
展
に
微
力
な
が
ら
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
と
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

県
内
の
緑
化
業
界
を
見
渡
し

て
み
る
と
、
再
造
林
に
関
わ
る

仕
事
で
求
人
が
多
く
、
活
気
が

あ
り
ま
す
。
今
年
は
製
材
の
国

内
最
大
手
・
中
国
木
材
の
能
代

工
場
が
稼
働
を
開
始
し
、
更
な

る
山
林
苗
の
需
要
増
加
が
期
待

さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
反
面
、

高
齢
化
・
人
口
減
少
の
地
域
に

お
い
て
労
働
力
の
確
保
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

弊
社
に
お
い
て
も
、
高
校
生
向

け
の
企
業
説
明
会
に
積
極
的
に

参
加
す
る
な
ど
人
材
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い

る
所
で
す
。

今
冬
は
経
験
の
な
い
暖
冬
で

積
雪
が
少
な
く
、
除
雪
作
業
が

軽
減
さ
れ
大
変
助
か
り
ま
し

た
。
さ
て
、
今
年
の
夏
は
ど
う

な
る
の
か
。
猛
暑
へ
の
対
策
を

検
討
し
な
け
れ
ば
と
思
う
今
日

こ
の
頃
で
す
。

昨
年
の
都
市
緑
化
仙
台
フ
ェ

ア
で
は
、
仙
台
緑
彩
館
の
屋
内

で
多
く
の
来
場
者
と
直
接
会
話

が
出
来
た
５３
日
間
で
し
た
。
お

客
様
は
緑
に
囲
ま
れ
た
住
空
間

で
至
福
の
時
を
過
ご
し
た
い
…

そ
の
想
い
か
ら
室
内
に
植
物
を

取
込
み
、
維
持
す
る
為
の
水
管

理
・
植
え
替
え
・
汚
れ
・
日
照
の

気
配
り
等
々
・
繁
雑
さ
に
も
う

沢
山
・
ギ
ブ
ア
ッ
プ
の
感
。
こ

れ
も
実
態
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

私
ど
も
プ
ロ
の
怠
慢
が
そ
う

さ
せ
た
の
だ
。
大
き
な
反
省
を

糧
に
水
質
保
全
・
循
環
・
Ｌ
Ｅ

Ｄ
等
々
シ
ス
テ
ム
を
一
新
し
、

健
全
な
生
育
を
引
き
出
す
事
と

し
、
全
数
鉢
底
穴
の
な
い
新
樹

種
の
植
物
と
室
内
の
壁
面
緑
化

を
前
に
展
示
説
明
を
行
っ
た
。

社
会
人
の
９５
％
は
屋
内
職
場
で

働
い
て
い
る
現
在
。
建
築
基
準

法
で
は
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
は
１
、０
０

０
Ｐ
Ｐ
Ｍ
を
上
限
と
定
め
て

る
。し

か
し
、
４
時
間
で
数
倍
に

達
し
て
い
る
職
場
も
あ
り
換
気

の
窓
も
な
く
、
あ
く
び
・
眠

気
・
呼
吸
数
の
増
加
等
い
わ
ゆ

る
ス
ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
室
内
の
健
全
な
生
育
中

の
植
物
に
Ｃ
Ｏ
２

を
吸
収
、
酸

素
を
放
出
さ
せ
、
さ
ら
に
新
建

材
か
ら
の
Ｖ
Ｏ
Ｃ
（
揮
発
性
有

機
化
学
物
質
）
を
吸
収
消
化
さ

せ
室
内
湿
度
の
調
節
も
植
物
に

任
せ
る
。
公
園
・
街
路
樹
な
ど

で
は
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
新

し
い
樹
種
を
、
屋
内
で
ヒ
ト
の

為
に
働
く
緑
の
ペ
ッ
ト
と
し
て

同
居
さ
せ
、
働
き
方
改
革
の
必

需
品
と
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

福
島
県
は
東
北
の
玄
関
口
と

し
て
全
国
各
地
か
ら
集
荷
し
た

植
木
を
東
北
６
県
に
供
給
す
る

こ
と
で
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

県
内
の
メ
ン
バ
ー
も
元
気
で
曲

者
揃
い
の
方
々
が
お
り
、
メ

デ
ィ
ア
か
ら
頻
繁
に
取
材
を
受

け
る
業
者
、
天
皇
杯
な
ど
栄
え

あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
業

者
、
な
か
に
は
２
０
２
４
年
問

題
よ
り
は
る
か
以
前
に
流
通
を

危
惧
し
、
Ｍ
Ａ
で
運
送
会
社
を

買
収
し
て
し
ま
う
業
者
ま
で
。

各
社
園
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

十
分
に
発
揮
し
活
躍
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

と
は
い
え
、
入
会
し
た
頃
に

比
べ
会
員
数
は
半
減
し
て
お

り
、
植
木
業
の
経
営
の
難
し
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の
も

事
実
で
す
。
弊
社
も
他
社
園
に

負
け
ぬ
よ
う
個
性
あ
る
振
り

切
っ
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
個

性
あ
ふ
れ
る
福
島
支
部
を
今
後

と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。こ

の
度
、
茨
城
県
支
部
長
に

な
り
ま
し
た
酒
井
仁
左
衛
門
農

園
の
酒
井
寿
彦
と
申
し
ま
す
。

当
園
は
果
樹
や
サ
ク
ラ
苗
、
花

木
苗
の
生
産
、
卸
を
し
て
お
り

ま
す
。

本
年
度
は
関
東
・
甲
信
越
ブ

ロ
ッ
ク
の
研
修
会
を
茨
城
で
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
責
任
の

重
さ
と
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ

て
お
り
ま
す
。
よ
り
多
く
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
会
員
の
皆
さ
ま
に
参

加
し
て
頂
く
た
め
に
、
支
部
員

の
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
て
研

修
会
を
無
事
に
成
し
遂
げ
る
こ

と
が
今
の
私
の
目
標
で
す
。
な

に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

好
き
な
言
葉
は
「
千
里
の
道

も
一
歩
か
ら
」
で
す
。
一
歩
一

歩
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。昨

今
、
ア
オ
ダ
モ
や
モ
ミ

ジ
、
ナ
ツ
ハ
ゼ
な
ど
の
山
採
り

の
落
葉
樹
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
私
自
身
、
山
に
新

緑
や
紅
葉
を
見
に
出
か
け
る
こ

と
が
好
き
な
の
で
、
植
木
を
始

め
て
以
来
、
今
が
一
番
楽
し
い

時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
社
で
は
落
葉
樹
の
生
産
を

し
つ
つ
、
近
く
の
市
場
で
仕
入

れ
た
自
然
風
の
樹
形
の
山
採
り

品
を
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
お
客

様
に
「
面
白
い
木
が
揃
っ
て
い

て
見
る
の
が
楽
し
い
」
と
感
じ

て
い
た
だ
け
る
畑
を
作
る
こ
と

が
一
番
の
心
掛
け
で
す
。

現
在
、
栃
木
県
支
部
は
１７
社

園
あ
り
、
年
２
回
の
定
例
会
と

総
会
で
情
報
交
換
や
親
睦
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
協
会

の
活
動
や
情
報
を
伝
え
る
た
め

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
か
ら
埼
玉
県
支
部
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
㈲
染
谷
植

物
園
の
高
橋
と
申
し
ま
す
。
コ

社園名/氏 名
㈱浅井農園
浅井 洋平
㈱中西園材
中西 誠
㈱京都芳樹園
小島 幹央
杉田園
杉田 高歳
㈱松盛園
勝山 明彦
㈲田宮園芸
田宮 愼二
㈲櫻井エンタープライズ
櫻井 太
㈱清光園芸
大村 秀樹
㈱柏松園
倉本 政信
㈱高橋魁春園
高橋 誠
㈲半田植物園
半田 茂富
㈱瀬戸内園芸センター
丹下 貴啓
東洋園芸食品㈱園芸部
山中 正道
㈱野口農園
野口 利浩
㈱峯樹木園
峯 由知
大分植木㈱
二村 貞治
日本グランドカバー㈱
甲斐 郁
㈲KKRGS-Y
湯之上 浩

支部名

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

鳥 取

島 根

岡 山

広 島

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

熊 本

大 分

宮 崎

鹿児島

社園名/氏 名
㈲十勝大森牧場
大森 康雄
㈱みちのくビオトープ
菅原 豊
㈲田村山林緑化農園
川村 和泉
㈱ガーデン二賀地
田中 秀穂
㈱斎藤造園
齋藤 悟
㈱ダイショーフォレスト
小林 宏治
酒井仁左衛門農園
酒井 寿彦
えづれ園
江連 勝
㈱清紫園
瀧沢 政己
㈲染谷植物園
高橋 慶治
㈲森川園芸
森川 雅広
佐野園
佐野 栄信
奥津植木園
奥津 貴和
㈱畠山種苗園
畠山 富夫
㈱丸八種苗園
上条祐一郎
㈱清水植物園
清水 洋樹
ヤマキ種苗園
村松 達彦
㈲時田農園
時田 俊徳

支部名

北海道

岩 手

秋 田

宮 城

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群 馬

埼 玉

千 葉

東 京

神奈川

新 潟

長 野

福 井

静 岡

愛 知

支部長
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千
葉
県
支
部
長

森
川

雅
広

㈲
森
川
園
芸

畑の周りはデータセンターが密

東
京
都
支
部
長

佐
野

栄
信佐野

園

神
奈
川
県
支
部
長

奥
津

貴
和

奥
津
植
木
園

新
潟
県
支
部
長

畠
山

富
夫

㈱
畠
山
種
苗
園

長
野
県
支
部
長

上
条

祐
一
郎

㈱
丸
八
種
苗
園

福
井
県
支
部
長

清
水

洋
樹

㈱
清
水
植
物
園

三
重
県
支
部
長

浅
井

洋
平

㈱
浅
井
農
園

京
都
府
支
部
長

小
島

幹
央

㈱
京
都
芳
樹
園

大
阪
府
支
部
長

杉
田

高
歳杉田

園ハクショウ

兵
庫
県
支
部
長

勝
山

明
彦

㈱
松
盛
園

鳥
取
県
支
部
長

田
宮

愼
二

㈲
田
宮
園
芸

スノボー

島
根
県
支
部
長櫻井

太

㈲
櫻
井
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

ロ
ナ
禍
も
明
け
通
常
の
生
活
が

出
来
る
様
に
な
っ
た
今
、
コ
ロ

ナ
前
の
事
業
に
戻
す
事
が
急
務

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
で
は

偶
数
月
に
定
例
会
を
行
い
、
会

員
相
互
の
情
報
交
換
を
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
か
ら
は
、
視
察

研
修
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

組
織
強
化
の
た
め
に
青
年
部
に

も
協
力
を
頂
き
オ
ー
ル
埼
玉
と

し
て
活
動
を
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

古
く
か
ら
植
物
の
生
産
が
盛

ん
な
地
域
で
、
多
種
・
多
様
な

樹
木
が
有
り
豊
富
な
知
識
を
持

つ
生
産
者
の
方
が
多
い
の
も
埼

玉
の
特
徴
で
す
。
私
事
で
す

が
、
３５
年
前
に
父
を
亡
く
し
何

も
分
か
ら
な
い
自
分
が
、
今
ま

で
植
木
生
産
・
販
売
さ
せ
て
頂

け
て
い
る
の
も
知
識
豊
富
な

方
々
の
近
く
で
其
知
識
を
隠
す

事
な
く
オ
ー
プ
ン
に
教
え
て
頂

け
た
お
か
げ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
が
埼
玉
の
良
さ
だ
と

思
い
ま
す
。
力
不
足
で
は
有
り

ま
す
が
、
恩
返
し
の
出
来
る
様

に
努
力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
好
き

な
言
葉
は
「
お
か
げ
さ
ま
」
で

す
。支

部
長
と
し
て
、
２
月
に
初

め
て
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
支
部
長

会
議
に
出
席
し
た
と
こ
ろ
、
青

年
部
の
時
代
に
共
に
活
動
し
て

い
た
仲
間
が
支
部
長
と
し
て
集

ま
っ
て
お
り
、
懐
か
し
く
感
じ

ま
し
た
。

さ
て
、
千
葉
県
の
生
産
状
況

に
つ
い
て
で
す
が
、
以
前
は
緑

化
樹
の
生
産
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
最
近
は
、
ヤ
シ
や
オ
ー

ジ
ー
プ
ラ
ン
ツ
な
ど
の
生
産
が

増
え
て
お
り
ま
す
。
在
来
の
緑

化
樹
は
、
生
産
者
の
高
齢
化
な

ど
で
生
産
量
は
減
少
し
て
お
り

ま
す
が
、
千
葉
県
支
部
に
は
ま

だ
、
元
気
で
や
る
気
の
あ
る
会

員
が
多
数
お
り
ま
す
。

是
非
、
千
葉
県
に
足
を
運
ん

で
頂
き
、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
高
い
生
産
物
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

私
の
趣
味
は
色
々
あ
る
の
で

す
が
、
今
は
、
バ
イ
ク
で
ツ
ー

リ
ン
グ
に
行
く
こ
と
が
一
番
の

楽
し
み
で
す
。
同
じ
バ
イ
ク
好

き
の
植
木
屋
仲
間
と
「
産
地
の

圃
場
巡
り
ツ
ー
リ
ン
グ
」
を
実

現
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。こ

の
度
２
期
目
の
支
部
長
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
東
京
支

部
の
会
員
は
２７
名
で
年
齢
の
上

下
に
か
か
わ
ら
ず
仲
が
良
く
、

か
な
り
結
束
が
強
い
支
部
だ
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。
参
加
し

て
良
か
っ
た
と
思
え
る
企
画
を

実
行
し
な
が
ら
参
加
率
を
上
げ

た
い
で
す
。
東
京
は
消
費
地
で

も
あ
る
利
点
の
代
わ
り
に
都
市

農
業
の
抱
え
る
問
題
点
、
高
い

税
金
、
住
宅
地
の
多
さ
ゆ
え
の

生
産
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
為
、
後
継
者
の
減
少
の
速

さ
が
心
配
で
す
。
現
に
青
年
部

会
の
支
部
会
員
数
は
１０
人
を

割
っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
言
葉
は
「
落
と
し

所
」
で
す
。
色
々
な
人
の
多
く

の
意
見
を
ま
と
め
る
際
に
常
に

意
識
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
今
期
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

こ
の
度
、
神
奈
川
県
支
部
長

に
な
り
ま
し
た
、
奥
津
植
木
園

奥
津
貴
和
で
す
。
初
め
て
の
役

職
な
の
で
、
至
ら
な
い
点
も
多

々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
当
園

の
あ
る
小
田
原
市
は
温
暖
な
気

候
の
た
め
、
柑
橘
果
実
生
産
が

昔
か
ら
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
園
で
は
、
果
実
生
産
に

比
重
の
大
き
い
柑
橘
を
植
木
流

通
品
と
し
て
力
を
入
れ
て
お
り

ま
す
。
２
０
２
７
年
に
は
、
横

浜
で
行
わ
れ
る
国
際
園
芸
博
覧

会
に
協
会
と
協
力
し
あ
い
無
事

に
達
成
で
き
る
よ
う
に
準
備
し

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

好
き
な
言
葉
は
、「
一
期
一

会
」
で
す
。

早
い
も
の
で
支
部
長
に
な
っ

て
２０
年
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

協
会
の
理
事
、
コ
ン
テ
ナ
部
会

長
な
ど
歴
任
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
全
国
の
会
員
の
皆
さ
ん
と

知
り
合
う
機
会
が
多
く
あ
り
大

変
勉
強
に
な
り
今
の
私
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
の
５
類
引
き
下
げ
で

景
気
も
良
く
な
る
と
思
い
き

や
、
今
度
は
地
震
で
あ
る
。
勿

論
復
旧
復
興
が
優
先
で
あ
り
、

緑
化
事
業
は
後
回
し
で
あ
る
。

過
去
に
も
幾
度
と
な
く
経
験
し

て
き
た
が
中
々
通
常
に
戻
る
事

は
大
変
で
あ
る
。
私
の
好
き
な

こ
と
わ
ざ
に
「
前
人
植
樹
・
後

人
涼
」
が
あ
り
ま
す
。
私
が
種

を
蒔
き
育
て
た
木
が
数
十
年
、

数
百
年
後
に
人
々
に
木
陰
を
作

り
涼
を
楽
し
む
事
が
出
来
る
と

信
じ
て
こ
れ
か
ら
も
生
産
に
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
。

寒
冷
地
で
あ
る
長
野
県
は
、

冬
は
出
荷
が
ほ
ぼ
停
止
す
る
反

動
で
、
３
月
に
な
る
と
目
が
回

る
忙
し
さ
に
な
り
ま
す
。
そ
の

上
、
今
年
は
南
岸
低
気
圧
で
４

回
も
１０
㎝
以
上
の
積
雪
が
あ

り
、
や
っ
と
溶
け
た
ら
ま
た
積

も
る
を
繰
り
返
し
、
仕
事
が
１０

日
ほ
ど
遅
れ
て
か
な
り
キ
ツ
い

春
で
し
た
。「
長
野
県
は
さ
ぞ
雪

が
降
る
で
し
ょ
う
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
が
、
協
会
員
の
社
園

が
あ
る
松
本
市
周
辺
は
太
平
洋

側
の
気
候
で
、
真
冬
に
は
晴
天

カ
ラ
カ
ラ
で
冷
え
込
み
、春
先
に

湿
っ
た
雪
が
積
も
る
の
で
す
。

長
野
県
の
景
気
自
体
は
ぱ
っ

と
し
ま
せ
ん
が
、
軽
井
沢
は
別

で
す
。
軽
井
沢
は
長
野
県
に
あ

る
「
東
京
２４
区
」
だ
と
思
い
ま

す
が
、
県
内
の
他
の
地
域
と
明

ら
か
に
異
な
り
バ
ブ
ル
と
も
言

え
る
様
相
で
す
。
軽
井
沢
を
介

し
て
東
京
の
景
気
の
お
こ
ぼ
れ

に
預
か
り
な
が
ら
、
商
売
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
長
野
県

で
す
。

好
き
な
言
葉
は
「
適
地
適

木
」
で
す
。

左
の
写
真
は
先
日
子
供
と
Ｇ

Ｗ
に
「
佐
久
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
を
見
に
い
っ
た
時

の
写
真
で
す
。

バ
カ
の
一
つ
覚
え
で
松
ば
か

り
作
っ
て
き
ま
し
た
が
、
気
づ

け
ば
北
陸
唯
一
の
植
木
協
会
員

に
な
り
ま
し
た
。
福
井
県
坂
井

丘
陵
地
周
辺
で
約
３３
ha
の
圃
場

を
持
ち
、
主
に
ク
ロ
マ
ツ
と
ア

カ
マ
ツ
を
生
産
し
全
国
に
出
荷

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
松
以
外

の
相
談
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

三
重
県
の
支
部
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
㈱
浅
井
農

園
の
浅
井
洋
平
と
申
し
ま
す
。

昨
今
、
植
木
業
界
と
し
て
は

後
継
者
不
足
に
よ
る
生
産
力
不

足
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
お

り
、品
物
の
調
達
、供
給
が
難
し

い
現
状
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
現
在
、
三
重

県
支
部
で
は
若
手
の
生
産
者
を

中
心
に
露
地
栽
培
か
ら
コ
ン
テ

ナ
栽
培
に
注
力
し
て
い
っ
て
お

り
ま
す
。
一
昔
前
の
サ
ツ
キ
、

ヒ
ラ
ド
が
一
面
に
広
が
る
風
景

は
減
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、

代
わ
り
に
コ
ン
テ
ナ
栽
培
で
一

社
園
が
規
模
拡
大
を
し
な
が
ら

生
産
量
と
品
質
の
向
上
に
努
め

て
お
り
ま
す
。
是
非
、
他
支
部

の
方
も
機
会
が
あ
れ
ば
三
重
県

に
遊
び
に
来
て
生
産
圃
場
を
視

察
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

好
き
な
短
歌
は
、「
為
せ
ば

成
る
為
さ
ね
ば
成
ら
ぬ
何
事
も

成
ら
ぬ
は
人
の
為
さ
ぬ
な
り
け

り
」
で
す
。

今
期
よ
り
京
都
支
部
長
兼
理

事
を
し
て
お
り
ま
す
㈱
京
都
芳

樹
園
の
小
島
幹
央
で
す
。
弊
社

は
大
正
４
年
創
業
で
、
私
は
４

代
目
と
な
り
ま
す
。
拠
点
は
京

都
市
西
京
区
と
京
都
府
福
知
山

市
夜
久
野
に
あ
り
、
夜
久
野
農

場
で
は
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
シ
ダ

レ
ザ
ク
ラ
な
ど
の
落
葉
樹
や
グ

ラ
ン
ド
カ
バ
ー
類
を
生
産
し
て

お
り
ま
す
。
当
協
会
発
足
時
よ

り
祖
父
、
父
、
私
の
三
代
に
わ

た
り
所
属
し
て
お
り
ま
す
。
理

事
兼
支
部
長
と
し
て
協
会
の
発

展
に
微
力
な
が
ら
尽
力
し
、
次

世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

こ
の
度
は
大
阪
府
支
部
長
を

承
り
ま
し
た
堺
市
の
杉
田
園
の

杉
田
高
歳
で
す
。

私
は
以
前
、
故
塚
本
洋
太
郎

氏
が
㈳
フ
ラ
ワ
ー
ソ
サ
イ
エ

テ
ィ
ー
会
長
の
頃
、
関
西
の
若

手
園
芸
家
を
中
心
に
園
芸
研
究

会
が
発
足
、
後
日
同
会
に
入
会

し
、
そ
れ
ま
で
主
に
仕
立
物
や

一
部
緑
化
樹
程
度
の
知
識
し
か

な
か
っ
た
の
で
、
私
に
は
戸
惑

い
で
も
あ
り
新
鮮
で
し
た
。
還

暦
と
な
り
同
会
を
退
会
し
、
本

協
会
の
青
年
部
に
息
子
の
入
会

を
勧
め
私
も
遅
れ
ば
せ
な
が
ら

の
入
会
に
至
り
ま
す
。

趣
味
程
度
の
Ｒ
Ｃ
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
と
車
仲
間
と
の
Ｂ
級
グ
ル

メ
ツ
ー
リ
ン
グ
を
時
折
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
本
協
会
に
新
た
な

刺
激
を
受
け
研
鑽
し
少
し
で
も

お
役
に
立
て
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。

兵
庫
県
は
、
宝
塚
市
を
中
心

に
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
都
市
化
が
進
み
数
軒
の
生

産
農
家
の
方
が
市
内
に
残
さ
れ

た
生
産
緑
地
と
市
外
の
農
場
で

灌
木
中
心
に
生
産
が
行
わ
れ
て

い
る
程
度
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。今

一
番
懸
念
さ
れ
る
こ
と

は
、
各
社
園
、
生
産
農
家
の
後

継
者
問
題
だ
と
思
い
ま
す
が
、

弊
社
は
、
常
務
（
後
継
者
）
が

中
心
と
な
り
６
名
の
若
い
社
員

（
３０
代
を
中
心
に
最
年
少
は
１８

才
）
が
生
産
卸
・
流
通
販
売
・

造
園
工
事
等
日
々
頑
張
っ
て
い

ま
す
。

弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ

https
://syouseien.com

好
き
な
言
葉
は
「
継
続
は
力

な
り
」
で
す
。

鳥
取
県
支
部
長
の
田
宮
愼
二

で
す
。
長
い
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て

少
し
ず
つ
で
す
が
日
常
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

植
木
業
界
を
取
り
巻
く
環
境

も
こ
の
間
に
大
き
く
変
化
し
、

公
共
事
業
か
ら
個
人
邸
等
を
中

心
と
し
た
工
事
へ
と
移
行
し
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
多
様
化

す
る
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

樹
木
の
仕
入
・
生
産
・
販
売
を

心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
動
向
を
注
視
し
つ

つ
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に

加
え
、
田
宮
園
芸
ら
し
い
魅
力

を
感
じ
て
頂
け
る
様
な
商
品
も

取
り
扱
っ
て
行
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

島
根
県
支
部
長
の
櫻
井
で

す
、
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

モンゴル・ゴビ砂漠にて
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素描挿話。
～すてきな花達に魅せられて

㉓エゾアジサイ
小岩井農牧㈱（岩手県）　

たる  さわ ただし

足 澤　匡

㈲足立農園㈱GCＫ農園㈲櫻井エンタープライズ

広
島
県
支
部
長

倉
本

政
信

㈱
柏
松
園

徳
島
県
支
部
長高橋

誠

㈱
高
橋
魁
春
園

香
川
県
支
部
長

半
田

茂
富

㈲
半
田
植
物
園準絶滅危惧種（NT）大和橘：ヤマトタチバナの保護活動。

愛
媛
県
支
部
長

丹
下

貴
啓

㈱
瀬
戸
内
園
芸
セ
ン
タ
ー

高
知
県
支
部
長

山
中

正
道

東
洋
園
芸
食
品
㈱
園
芸
部㈱岡宗農園

島井植物センター

福
岡
県
支
部
長

野
口

利
浩

㈱
野
口
農
園

大
分
県
支
部
長

二
村

貞
治

大
分
植
木
㈱

宮
崎
県
支
部
長甲斐

郁

日
本
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
㈱

島
根
県
支
部
会
員
は
現
在
㈲

足
立
農
園
、
Ｇ
Ｃ
Ｋ
農
園
、
㈲

櫻
井
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
の
３

社
園
で
す
。
各
社
の
紹
介
と
し

て
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
も
ら
い

ま
す
の
で
、
ど
し
ど
し
問
い
合

わ
せ
を
し
て
頂
け
る
と
嬉
し
い

で
す
。
田
舎
で
も
頑
張
っ
て
い

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

広
島
県
支
部
長
の
倉
本
政
信

で
ご
ざ
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

趣
味
は
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
、
登
山
、
キ
ャ
ン
プ
、
温
泉

め
ぐ
り
で
す
。
最
近
で
は
、
北

海
道
の
旭
岳
（
標
高
２
２
９
１

ⅿ
）
へ
弾
丸
ツ
ア
ー
を
計
画

し
、
朝
に
登
頂
し
た
後
、
夜
は

札
幌
の
繁
華
街
に
消
え
て
い
く

こ
と
を
ゴ
ー
ル
に
設
定
し
挑
戦

し
ま
し
た
！

会
社
と
し
て
は
、
今
年
事
業

承
継
を
計
画
し
て
お
り
、
現

在
、
昔
な
が
ら
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電

話
を
中
心
と
し
た
日
常
業
務
か

ら
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
、
デ
ジ
タ

ル
化
に
向
け
て
業
務
改
善
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

緑
の
取
り
扱
い
と
し
て
は
、

流
行
り
も
の
を
追
い
か
け
つ

つ
、
定
番
物
の
在
庫
を
切
ら
さ

な
い
よ
う
仕
入
れ
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
会

に
入
っ
た
ば
か
り
な
の
で
、
ま

ず
は
自
分
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
積
極
的
に
仲
間
の
皆
様

と
情
報
交
換
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
徳
島
の
温
暖
な
気
候

を
活
か
し
、
メ
ラ
レ
ウ
カ
各

種
、
オ
リ
ー
ブ
、
リ
ト
ル
ジ
ェ

ム
、バ
ン
ク
シ
ア
、ブ
ル
ー
ブ
ッ

シ
ュ
、
ト
キ
ワ
モ
ミ
ジ
な
ど
の

常
緑
樹
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を

使
っ
た
発
信
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
こ
の
２
年
で
１０
万

人
を
超
え
る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
獲

得
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
世
界
的
な
閉
塞

感
の
中
、
業
界
の
危
機
を
感
じ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
本
格
的
に
活
用

し
始
め
ま
し
た
。
情
報
発
信
を

通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
植
木
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
々
に

リ
ー
チ
し
、
購
入
に
繋
が
り
ま

し
た
。
県
外
の
外
構
業
者
や
工

務
店
か
ら
も
訪
問
が
増
え
、
良

い
物
を
知
っ
て
も
ら
う
重
要
性

を
実
感
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、植
木
の
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
、
つ
ま
り
購
入
後
に
得
ら
れ

る
恩
恵
に
気
づ
き
、
そ
の
価
値

を
伝
え
る
こ
と
で
フ
ォ
ロ
ワ
ー

が
増
加
し
ま
し
た
。
今
後
も
植

木
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
し
、

自
社
や
お
客
様
の
発
展
に
寄
与

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

香
川
県
木
（
香
川
県
産
品
）

の
オ
リ
ー
ブ
を
生
産
し
て
い
ま

す
。
プ
ラ
ネ
タ
リ
ー
バ
ウ
ン
ダ

リ
ー
を
意
識
し
、
準
絶
滅
危
惧

種
『
大
和
橘
』
の
保
護
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

好
き
な
言
葉
は
、「
自
利
利

他
円
満
」
で
す
。

愛
媛
県
の
支
部
は
、
現
在
㈱

大
西
屋
様
、
㈲
横
山
緑
化
セ
ン

タ
ー
様
、
弊
社
の
３
社
と
な
っ

て
い
ま
す
。

弊
社
に
お
い
て
は
、
既
存
事

業
を
継
続
し
て
い
る
だ
け
で

は
、
今
後
先
細
り
の
可
能
性
が

高
く
、
新
規
事
業
を
と
し
て
既

存
事
業
と
の
相
乗
効
果
を
図

り
、
オ
リ
ー
ブ
の
生
産
拡
大
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
・
オ
リ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の

商
品
販
売
、
自
社
所
有
地
に
カ

フ
ェ
を
建
設
し
、
健
康
で
長
寿

な
食
生
活
を
提
供
で
き
る
グ
ル

テ
ン
フ
リ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
写
真
は
自
社
の

ヤ
シ
生
産
農
園
で
す
。

瀬
戸
内
海
し
ま
な
み
海
道
に

来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

高
知
県
支
部
長
を
務
め
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
山
中
で

す
。
高
知
県
支
部
は
㈱
岡
宗
農

園
、
島
井
植
物
セ
ン
タ
ー
、
弊

社
の
３
社
で
す
が
、
昨
今
の
資

材
高
騰
で
厳
し
い
状
況
が
続
く

中
、
各
社
独
自
の
工
夫
で
卸

し
、流
通
、生
産
販
売
を
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

昨
年
高
知
県
は
連
続
テ
レ
ビ

小
説
「
ら
ん
ま
ん
」
効
果
で
、

県
外
観
光
客
が
過
去
最
多
を
記

録
。
来
春
は
や
な
せ
た
か
し
ご

夫
妻
を
モ
デ
ル
に
し
た
「
あ
ん

ぱ
ん
」
の
放
送
が
決
ま
り
、
賑

わ
い
が
継
続
さ
れ
る
事
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

弊
社
は
樹
木
生
産
の
他
に
造

園
工
事
も
行
っ
て
お
り
、
会
員

の
皆
様
や
職
人
さ
ん
に
日
々
助

け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
私
は
「
生
涯
勉
強
」
を
心

が
け
、
園
芸
部
門
の
更
な
る
向

上
を
目
指
し
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

支
部
長
に
な
り
半
年
ほ
ど
に

な
り
ま
し
た
。
定
例
会
の
手

配
、
九
州
緑
化
協
議
会
や
福
岡

県
緑
化
懇
話
会
へ
の
あ
て
職
が

あ
り
ま
す
。
私
に
は
力
不
足
で

す
。
し
か
し
会
員
の
減
少
に
よ

り
年
齢
順
で
何
ら
か
の
役
が

回
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
県
内
の

青
年
部
会
員
が
１０
名
と
な
り
、

青
年
部
を
主
体
に
行
わ
れ
て
き

た
供
給
可
能
量
調
査
等
が
青
年

部
会
員
だ
け
で
は
で
き
な
く
な

り
、
会
員
み
ん
な
で
取
り
組
む

事
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

は
会
合
に
参
加
し
て
懇
親
会
で

楽
し
ん
で
帰
る
だ
け
だ
っ
た
の

で
す
が
、
今
年
か
ら
は
若
い
時

に
し
て
い
た
事
を
こ
の
年
に

な
っ
て
再
び
実
施
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

昨
年
９
月
株
式
会
社
野
口
農

園
を
設
立
し
ま
し
た
。
山
林
用

苗
木
・
小
花
粉
ス
ギ
の
マ
ル
チ

キ
ャ
ビ
テ
ィ
コ
ン
テ
ナ
・
コ
ン

テ
ナ
樹
木
・
最
近
は
ソ
ヨ
ゴ
の

植
え
込
用
苗
の
生
産
に
も
力
を

い
れ
て
い
ま
す
。

全
国
の
緑
化
通
信
フ
ァ
ン
の

皆
様
、
大
分
県
支
部
長
の
大
分

植
木
㈱
の
二
村
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
、
こ
の
あ
ま
り
利
益
に

な
ら
な
い
記
事
を
読
ん
で
い
た

だ
い
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
（
笑
）。
大
分
県
は
別
府
、

湯
布
院
な
ど
温
泉
が
有
名
で

す
。
ま
た
関
ア
ジ
・
関
サ
バ
や

ふ
ぐ
な
ど
豊
後
水
道
の
魚
介
類

を
は
じ
め
、
と
り
天
や
唐
揚

げ
、
日
田
焼
き
そ
ば
、
別
府
冷

麺
な
ど
地
元
フ
ー
ド
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
す
。
最
近
で
は
森
七
菜

や
指
原
莉
乃
な
ど
俳
優
や
ア
イ

ド
ル
も
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。

是
非
全
国
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

肝
心
の
弊
社
紹
介
で
す
が
、

字
数
制
限
が
あ
る
た
め
是
非
皆

様
に
お
会
い
し
て
見
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
昨
年
弊
社

設
立
５０
周
年
を
迎
え
、
新
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
う
さ
っ
き

ー
」
を
作
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キ
ャ
ラ
産
業
で
ス
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ッ
ト
が
当

た
る
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期
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し
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い
ま

す
。皆

様
方
に
お
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れ
ま
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は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
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と

と
お
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申
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す
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り
、
厚
く
お
礼
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し
上

げ
ま
す
。
お
か
げ
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ま
で
先
代

の
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﨑
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よ
り
設
立
４４
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
皆
様
の
お
か

げ
と
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま

す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。自

然
と
神
話
に
ま
つ
わ
る
宮

崎
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
心
よ
り
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

「エゾアジサイ Hydrangea serrata
var. yesoensis 」は、北海道～本州の
京都以北、日本海側の多雪地帯に分布
します。名前の「エゾ（蝦夷）」で分か
るように、北国に多く自生していま
す。最近、遺伝子による分類が進み、
エゾアジサイが「ヤマアジサイ
Hydrangea serrata 」の変種になったの
は、なんか納得できません。さらに、

「ヒメアジサイ Hydrangea serrata var. yesoensis f. cuspidata 」が、エゾアジ
サイの品種…？ 確かに葉にツヤが無いので…。
また、「アジサイ」の語源には諸説ありますが、「集まって咲く藍色の花」
→「集まった藍色」→「あずあい」→「アジサイ」の説が分かり易い？かも
知れません。名前の通り、小さな花が集まって花序を作りますが、ガク咲き、
テマリ咲きなどがあります。ガク咲きが基本で、集合花の外側にある大きな
花は「装飾花（そうしょくか）」と呼ばれ、アジサイは、萼（がく）が大きく
なっているのです。「ガクアジサイ Hydrangea macrophylla 」の「ガク」は「萼」、
または、額縁の「額」、これも諸説あるみたいです。装飾花の雄しべ、雌し
べは退化し、結実しませんが、ハチなどの訪花動物を呼ぶために目立つ構造
になっているのです。さらに、装飾花の表の面には紫外線を反射する物質があり、紫外線を浴びた装飾花が薄紫色に光るそう
です。「一度ハチになって見てみたい」と、思うのは私だけでしょうか？ ちなみに、集合花の内側の花達が受粉を完了する
と、装飾花はひっくり返るのです。「もう来なくてもいいよ」という意味なのですが、不思議ですよね。
いろいろと書きましたが、あまり長々と書くと、「アジサイ博士」に怒られますので、この辺で…。しかし、植物って面白
いですね。植物に対する興味は尽きませんね。だから、楽しいです。
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シリーズ 社 紹介紹紹んん

㈲染谷植物園
ルポ

No.23

埼玉県（さいたま市）

きれいな会社ですね。会社のことをお教え
ください。

社長の慶治さん：「会社と寮を３年前に建替えしまし
た。現在従業員は男性が８名、女性が２名でパートさ
んを合わせると１５、６名です。番頭の成田さんの３０年
以上を筆頭に、２０年、１５年と皆長く勤めてくれて有難
いです。でもそれは家内と母のお蔭です。女性陣は現
場で一緒に仕事をしなくても、食事や健康面に目を向
けてくれ、運動部のマネージャー的な存在で男性には
気が付かない部分をしてくれるからこそ、従業員さん
が長く勤めてくれるのだと思っています。仕事でも何
でも“一人じゃ舞台に立てないから”。…と言い切る
高橋さんが優しく凛々しく感じました。

寮の外観もお洒落ですね。寮生活は？
慶治さん：「母屋での朝食と夕食は社長も従業員も同
じものを、温かいものは温かく、冷たいものは冷たく
食べなさいというのが、私が２５歳の時に亡くなった先
代の父の主義でした」。…仕事を終えて着替えてきて
一緒の食卓で温かい夕食が出るのはいいですね。
慶治さん：「管理する訳ではないですが、ゴミをまた
いで歩いたら注意をします。それは寮の子じゃなくて
も、うちの従業員にもダメなものはダメだし、いいも
のはいいと言う付き合いをしています。時にはうるさ
いおじさん！時にはおやじのような存在かな」…家庭
料理を毎日格安で食べられて、私が寮に住みたいくら
いです。

（ポスターを見て）地元のお祭りですか？
慶治さん：「これは地域の青少年育成会にて地元のお
祭りを復活させた開催ポスターです。戦争によって、
地区のお祭りが途絶えてしまったのですが、１０数年
前、私と同級生３人で地元の神輿（みこし）と山車（だ
し）を修復したのがきっかけで、中学校の先生に子供
達にかつがせたいと頼まれて始めました。せっかくだ
からお囃子（はやし）教室も立上げ、今では地元の中
学生がメインに生徒・児童が５００人程集まるお祭りに
なりました」。

立派な社会貢献活動ですね。
慶治さん：「そんな大げさなものじゃないです。ただ、
日本植木協会の青年部会の時、“人づくりは街づくり”
という講師の言葉がずっと頭に残っていました。いい
人が来ればいい人が寄ってきて、すると自然といい街
になるというコンセプトです。だから花菖蒲園にして
も開園時期は売店を開いて、地元の農家さんの野菜販
売の場も提供しています。地元では皆が集まって情報
交換ができる井戸端会議の場所も必要なんです。それ
も同じ考えなんです」…高橋さんはいつも地元の事を
思っています。

今後は会社をどのようにしたいですか？
慶治さん：「もちろん野望はあるけど、この仕事が今
のまま順調に続いてくれたらいいと思っています。継
続は力なりです。この仕事が主食ですから主食がなけ
れば副菜は取れません。例えば１日の一発逆転ホーム
ランもありますが、３６５日日々の積み重ねの方がお客

さんが繋がっていきます。それが大切だと思います」。

奥様のかほみさんにお聞きします。
ずっとこちらの事務のお仕事を？寮の方の朝食と夕
食作りは？
かほみさん：「２０年以上はずっと働きました。寮の食
事作りは母から引き継ぎましたが、最初はびっくりし
ました。家族を含む１０人分はどれだけの食材を買って
いいのか、鍋の大きさも分量も全く検討が付きません
でした。１７時を過ぎると“エプロンして主婦に戻りま
す！”と言って夕食作りです。」…１日中ずっと仕事
ずくめですね。スゴ過ぎです！と私が言うと、「社長、
私、ウソ言ってないよね？」…笑いながらお互いを確
認しているご夫婦の様子がほのぼのしていました。か
ほみさんを尊敬します。

他にどのようなことを？
かほみさん：「従業員さんには毎日作業日報のノート
を付けてもらっていますので、私はそのノートに毎日
一言を書いています。ご苦労様、ありがとう、体調の
こと等諸々です」。
慶治さん：「パソコンだと覚えないので、“今日はど
この畑で何をどうした”という日報です。３０カ所の畑
や樹木の名前を書いて覚えてもらっています」…きっ
と奥様の一言に温かみを感じたり、コミュニケーショ
ンとなっているのでしょう。

菖蒲園を管理している高
橋慶治社長のお母様のスイ
様にお聞きします。

雰囲気が素敵な
花菖蒲園ですね。
作られたきっかは？

スイさん：「３２年前に亡く
なった主人が、畑として使
用出来ない湿地帯を利用し

て花菖蒲園を始めました。今年で４０年です。当時、主
人が柳川で船に乗った時に、花菖蒲が綺麗に咲いてい
たのを見て、この見沼の土地にも菖蒲を咲かせたいと
思ったのがきっかけです。１人でユンボを使って開墾
し、地道に整備したんです。夢中に作業しているから
“電話だよ！”と呼びに行っても“１回１回呼びにく
るな！”って怒られました（笑）。その頃、土地改良
基盤整備も始まりここに道路が出来たんです」。

趣のあるお茶室もありますね。
スイさん：「主人がお茶室も作りたいとあちこちお茶
室を見に行きました。どこもうちには規模が大き過ぎ
でしたが、福島県の会津武家屋敷にあるお茶室が主人
の目に留まりました。見学時にあまりにも長い時間居
座っていたので管理事務所の人が心配して来てくれた
んです。そしたらその方のお父様がお茶室を建てた棟
梁でした。このご縁で、主人は数か月後に大工を連れ
て会いに福島に行きました。棟梁の方も福島まで本当
に来てびっくりしていました。数寄屋造りのように建
物には基礎がなく、石の上に柱を建てる石場立て工法
でお茶室も東屋も建ててくれました。大工さんは“俺
だから出来た”と豪語してたけど本当でした（笑）」…
先代の清治社長の思いが詰まった大切な建物ですね。

旦那さんの花菖蒲園を今まで守り続けてき
たのですね。

スイさん：「守ってきただなんて私が立派に思われ
ちゃう！違います、みんなで守ってきたんです」…こ
の言葉が印象的でした。
スイさん：「花菖蒲が咲き終えた後は、土用の丑の日
までに全部抜いて、株分けしてポットに挿し、また園
内に戻して植えるという作業を毎年繰り返します。植
物はよくわかっていて、手を掛けるとその分きれいに
咲きます（笑）」…とても大変な作業です。
スイさん：「でも、一番大変だったのは主人が１年間
入院した時でした。息子も大変だったと思います。で
も“私はこの人を絶対治させる！この人の名誉のた
め”と頑張りました。人生っていい時も悪い時もある
し、一度は苦労しなくてはいけないんですって。だか
ら悪い時があっても悲観しちゃダメで、神様はその人
が耐えられるだけの苦しみしか与えないそうよ」と優
しく話してくれました。

今回の社園さん紹介も素敵な家族にお会いできて、
温かい気持ちになりました。どうもありがとうござい
ました。

左から後列 木村さん、今さん、坂本さん、阿部さん、社長の奥様のかほみさん
前列 須藤さん、成田さん、社長のお母様のスイさん、田中さん、高橋社長、早川さん

出荷場

打合せ室

奥には畳でくつろげる休憩室

地元の野菜も販売する売店

お嬢さんが年輪をデザイ
ンしたTシャツ

看板と寮

木は根元が大切。根元と同様に地元をとても大切にされている社長の高橋慶治さ
ん。「舞台は一人では踏めない」とお母様、奥様、従業員さんに感謝しているとい
う。いつも傍で社長を支えている奥様のかほみさんと、亡くなられた先代の高橋
清治さんの思いが詰まった花菖蒲園を守り続けているお母様のスイさんをご紹介
します。

会津武家屋敷にあるお茶室を
復元したお茶室

花菖蒲園
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東京都市大学環境学部教授 飯 島 健太郎

連載「多肉・珍奇植物」 ◆プロフィール
東京都市大学環境学部教授。桐蔭横浜大学工学部専
任講師、同医用工学部准教授を経て現職。博士（農学）。
日本造園学会賞／研究論文部門受賞、東京農業大学
造園大賞受賞。著書：『新しい都市緑化・ガーデニング
材料／多肉植物』（ソフトサイエンス社）、『サボテン大
好き』（講談社）、『多肉植物の名前400がよくわかる図
鑑』（主婦と生活社）、『サボテン全書』（監修、グラフィッ
ク社）、『多肉植物全書』（監修、グラフィック社）など。

あなたの夢・あたためている作品を形にしてみませんか？
皆さまの本作り-準備から納本まで-誠意をもってお受けします。

関 東 図 書 の
自費出版

〒336-0021 さいたま市南区別所3-1-10
TEL 048（862）2901㈹　FAX 048（862）2908㈹

0120-161092
いろどりのくに

http://kanto-t.jp/

あなたの夢 せんか？夢・あたためている作品を形にしてみませ

あなただけの本を作りませんか?あなただけの本を作りませんか?

　自分史・写真集・画集・歌集・句集・詩集・小説・随筆 他を
お考えの方は、どうぞお気軽にご相談下さい。
　編集スタッフが、お相手します。
　ISBN（国際書籍コード番号）もとれます。
　他にも、ＨＰ・動画・ＡＲ等、なんでもご相談ください。

わたし
たちに

おまか
せくだ

さい！

放射状に重ねる葉は、几帳面なほど整然と鋸歯を並べ、頑強さと繊細さを併せ
持つ面持ちでマニアを魅了するディッキア。ビザールプランツ趣味の界隈では着
実にその愛好層を増やしつつある。ブルータスの珍奇植物特集で取り上げられた
ことから注目されるようになったと思われ、グーグルトレンド機能による検索傾
向からも、ちょうどその頃から顕著な伸びを示すようになっている（図）。
ディッキアは、ブロメリア科ディッキア（Dyckia）属の総称であり、同科に
はエアープランツとして有名なティランジア（Tillandsia）をはじめ、アナナス
（Ananas）、エクメア（Aechmea）、ビルベルギア（Billbergia）、クリプタンサス
（Cryptanthus）、ヘクティア（Hechtia）、ネオレゲリア（Neoregelia）、フリーセ
ア（Vriesea）などの各属が存在する。単子葉植物であり、ブロメリア科のほと
んどの種は葉を放射状に展開させる。その開花はロゼット中心部の成長点から花
茎を立ち上げ（頂生花序）、開花後に親株が枯死するのがほとんどであるが、ディッ
キアは下葉の間から花茎を立ち上げ、花が終わった後も株がしっかりと温存する
逞しさと大型に成長するところも魅力的である。
ブラジルを中心とした南米に分布しており、その厳つい形態から極乾燥した土
漠や岩場などある種のサボテンと同様の自生地をイメージしがちであるが、山中
の岩壁や崖地、川辺の岩場などに自生しており、比較的水場に近い環境に生育し
ている。栽培下にあっても水が好きであるが、もちろん乾燥にも強い。
整然と並ぶ鋸歯は美しく繊細であるが、近づいて眺めると敵を寄せ付けず威嚇
しているようでもある。実際株に触れてみれば極めて硬く、迂闊に葉を摘まめば
怪我をする。観賞以外に利活用に関する記録がほとんど見当たらないが、その扱
いにくさが災いしているのかも知れない。筆者も本種の手入れ、例えば枯れた下
葉を外すときにはピンセットではなくペンチを使用しているほどである。
わが国においても人気を伸ばしつつあるディッキアであるが、それまでは多肉
植物愛好家のコレクションの一部として原種が栽培されていた程度であった。中
でも鋸歯が繊細でシルバープランツとも称されるマルニエルラポストレイ（D.
marnier-lapostollei写真①）は最も好まれた。その他、鋸歯が粗目でいかにも凶
暴なゴエリンギー（D. goehringii写真②）、葉の展開が放射状にならず左右に重
ねるエステベシー（D. estevesii写真③）、細長い葉をカールさせ群生しやすいコ
リスタミネア（D. choristaminea写真④）など原種レベルでも個性豊かな姿形で
ある。マルニエルラポストレイが初めて日本に輸入されたのは５０年以上前との記
述が見られるが、広くマニアの手に届いたのは相当後のことである。趣味対象と
して我が国に最も古くに導入されたディッキアは縞剣山（D. brevifolia写真⑤）
であると考えられる。詳細は不明であるが、仙人掌銘鑑（昭和６年京楽園発行）

には、「剣山縞」の記載がある
（古くは、剣山の縞、剣山縞な
どと称されていた／写真⑥）。
その並びから見ても特段珍
重されていたわけではなく地
味な存在であったようだ。引
き続き戦前戦後の専門業者のカタログにも同種が紹介されている。大切に珍重に
される対象ではなく、大胆にも露地植えされるディッキアも存在する。細葉剣山
（D. rariflora写真⑦）は際立った耐寒性から国内のサボテン公園に大株が露地
植えされた例もある。
国内では地味なディッキアであったが、欧米では早くからブロメリア人気とと
もにディッキアも収集対象とされてきた。鋸歯のフォルム、美しい葉色などを求
めて交配も盛んに行われ、特にアメリカ人の育種家、故 Bill Baker 氏をはじめ、
Bryan Chan 氏、Michael Kiehl 氏などが作出した株が有名である。多肉ブームの渦
中にあるタイでも最も盛んに交配が行われており、故 Chanin 氏、Sueb 氏、Paradon
氏、Otto 氏など、優れた育種家によって多くの品種が作出されており、その数
は３００を超えるという。Otto 氏作出のリトルウイング（D. ‘Little Wing’写真⑧）
は、コンパクトなサイズに比して大きな鋸歯が特徴。色彩では、マルーンと緑色
を混ぜたような葉のピカンテ（D. 'Picante'写真⑨）、赤緑色の葉を持つチェリー
コーク（D. 'Cherry Coke'写真⑩）などがある。こうした新品種の登場が、わが
国のビザールプランツブームを後押ししている。しかしながらディッキアのわが
国での生産は、原種も園芸品種も安定的で
はない。多肉植物の生産農家を介して、い
ずれかの品種はガーデンセンターやホーム
センターにも並ぶが、特定の園芸品種を求
めようとするとなかなか容易ではない。
ブロメリアの中でも耐寒性、耐暑性にも
富み、大型にも生育する種類もあるディッ
キアには多様な魅力がある。とりわけ強健
な種類は、ドライガーデンのキセロフィル
として露地に配植をしたり、その花も楽し
みたい。

写真⑤ 縞剣山

写真⑦ 細葉剣山

写真⑧ リトルウイング

写真⑩ チェリーコーク写真⑨ ピカンテ

写真⑥

写真② ディッキア ゴエリンギー

写真④ ディッキア・コリスタミネア

図 グーグルトレンドによる「ディッキア」の検索傾向

写真① ディッキア マルニエルラポストレイ

写真③ ディッキア エステベシー
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お知らせ

青
年
部
会
・
令
和
６
年
度
通

常
総
会
は
、
福
岡
県
福
岡
市
の

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
福
岡
博

多
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
て
２
月
８

日
㈭
１３
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
。

定
刻
通
り
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク

福
岡
県
支
部
の
神
代
亮
氏
の
司

会
で
進
行
さ
れ
た
。
青
年
部
会

会
員
１
１
１
名
中
、
総
会
参
加

者
９５
名
、
委
任
状
参
加
１６
名
で

総
会
成
立
の
定
足
数
に
達
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
、
植
島
春
樹

副
部
会
長
の
開
会
宣
言
に
続
い

て
、
福
島
啓
輔
部
会
長
の
意
気

込
み
の
あ
る
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
佐
久
定
規
会
長
、
辰

巳
広
之
担
当
理
事
の
熱
い
激
励

の
祝
辞
を
頂
い
た
後
に
、
賛
助

会
員
さ
ん
の
紹
介
を
行
っ
た
。

議
長
選
任
で
は
福
岡
県
の
古

賀
清
司
氏
が
就
任
し
、
議
事
録

署
名
人
と
し
て
遠
山
彰
氏
、
後

藤
保
範
氏
を
指
名
し
、
議
事
に

入
っ
た
。
議
長
よ
り
、
第
一
号

議
案
と
第
二
号
議
案
、
第
三
号

議
案
と
第
四
号
議
案
は
関
連
性

が
あ
る
た
め
、
一
括
審
議
の
提

案
が
あ
り
会
場
よ
り
賛
同
を
得

て
、
第
五
号
議
案
の
青
年
部
会

役
員
改
選
は
執
行
部
よ
り
説
明

が
あ
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

第
一
号
議
案

令
和
５
年
度
事

業
報
告
、
第
二
号
議
案

令
和

５
年
度
決
算
・
監
査
報
告
に
つ

い
て令

和
５
年
度
事
業
報
告
が

あ
っ
た
後
、
令
和
５
年
度
決
算

は
事
務
局
よ
り
報
告
が
あ
り
、

監
事
の
森
田
直
樹
氏
よ
り
監
査

報
告
で
適
正
に
処
理
さ
れ
て
い

る
報
告
が
あ
っ
た
。
議
長
が
審

議
の
後
、
一
号
、
二
号
議
案
の

一
括
採
決
を
行
い
賛
成
多
数
で

承
認
さ
れ
た
。

第
三
号
議
案

令
和
６
年
度
事

業
計
画
案
、
第
四
号
議
案

令

和
６
年
度
事
業
予
算
案
に
つ
い

て
福
島
部
会
長
か
ら
令
和
６
年

度
の
事
業
計
画
案
が
報
告
さ

れ
、
令
和
６
年
度
事
業
予
算
案

が
事
務
局
よ
り
報
告
さ
れ
、
審

議
の
後
、
議
長
が
第
三
号
議

案
、
四
号
議
案
の
一
括
採
決
を

行
い
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

た
。

第
五
号
議
案

青
年
部
会
役
員

改
選
に
つ
い
て

福
島
部
会
長
よ
り
説
明
が
あ

り
、
提
案
の
あ
っ
た
幹
事
役
員

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
、
幹
事
役

員
が
臨
時
幹
事
会
の
終
了
後
、

新
部
会
長
、
副
部
会
長
等
を
発

表
し
た
。

次
回
開
催
地
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
通
常
総
会
は
、

東
日
本
ブ
ロ
ッ
ク
に
て
開
催
す

る
こ
と
が
賛
成
多
数
で
承
認
さ

れ
た
。

以
上
の
議
案
を
も
っ
て
総
会

を
終
了
し
た
。

そ
し
て
総
会
後
、
下
記
内
容

で
記
念
講
演
と
意
見
交
換
会
が

盛
大
に
行
わ
れ
た
。

記記
念念
講講
演演

中
小
企
業
診
断
士

越
川

智
幸
氏

「
電
子
帳
簿
保
存
法

や
イ
ン
ボ
イ
ス
、

決
算
書
に
つ
い
て
」

仕
入
税
額
控
除
と
は
？
を
ス

ラ
イ
ド
と
合
わ
せ
て
説
明
し
て

く
れ
て
、
次
は
電
子
帳
簿
保
存

法
、
最
後
は
役
立
つ
決
算
書
、

会
計
に
つ
い
て
講
話
を
し
て
下

さ
っ
た
内
容
は
、
今
後
、
会
社

に
戻
っ
て
事
業
に
直
接
役
立
つ

貴
重
な
講
話
で
し
た
。

「環境緑化樹木識別検定試験」
実施のお知らせ

環境緑化樹木識別検定試験は、みどり
豊かな環境形成に重要な樹木１００種類の
名前を正しく識別する検定です。
令和６年７月１３日㈯ １３：００～１５：００
大田区産業プラザ・PiO ６階Ｄ会議室

２．受験料 一般：８,２５０円（税込）
学生：４,４００円（ 〃 ）

３．造園 CPDプログラム認定申請中
令和６年度 都道府県別
供給可能量調査 開始案内

令和６年７月１日㈪～７月３１日㈬
※６月下旬に入力用システム搭載の CD
を支部長及び各支部 IT 委員にお送り
し、それをもとに入力します。調査結果
は協会ホームページで公開し、官公庁及
び造園関係団体の材料調達時の参考にし
ていただいています。
令和６年度 社園別生産数量調査

開始案内

協会事業である社園別生産数量調査を

下記日程で実施します。全社園様の提出
に向けご協力をお願いします。
令和６年６月１５日㈯～７月２０日㈯

①協会ホームページの会員ページにログ
インし、ID とパスワードを入力、②社
園別生産数量調査入力用システムをダウ
ンロード、③データを入力、④データ入
力完了後にアップロード送信。
※詳細は同封した別紙「入力マニュア
ル」でご確認願います。

生産数量調査代行入力について

生産数量調査について、エィコスに代
行入力をお願いすることも可能ですが、
代行入力は有償です。料金の目安は７０円
／件、及び結果資料の送付料金等となり
ますので、希望される方は下記にご連絡
下さい。
（Tel）０４５-３０９-００１８
（Mail）sp_ohata@daiary.ocn.ne.jp

植生アドバイザー育成講座

講座は全３コースで構成されており、
その優れた内容が評価され、環境省と農
水省共管の「人材認定等事業」の育成事
業として登録されています。

１．日時：令和６年８月２９日㈭～８月３１日
㈯および事前・事後ビデオ講習

２．内容：
１年目「Ａ植生調査基礎コース」：植
生学の基礎、日本の植生、植生調査
方法、野外実習、データ整理と解析
２年目「Ｂ植生景観基礎コース」：植
生景観の基礎、植生景観調査方法、
野外実習、データ整理と解析、景観
区分図の作成と修復計画
３年目「Ｃ植生復元・モニタリングコ
ース」：生態学的緑化方法、植生景
観計画に基づいた植栽計画、植生景
観に基づく緑化工法事例

３．講師：植生学の専門家の先生方で実施
いたします。

４．場所：なかのビレジ（群馬県）
５．受講料：協会員６０,０００円、協会員以外
６５,０００円（７月１５日までの早期お申込
みの方は６３,０００円）（受講料は税込、
研修費・宿泊費を含む）

会員動向
会社名・代表者変更
�()新 ㈱GCK農園（島根県）

新代表者：和田義久

住所変更
�鈴木牧場
()新 〒３２４‐００３５ 栃木県大田原市薄葉１９９８‐２２３

退会
�㈲飯尾園芸（愛知県）

訃 報
�髙野 美郷 様
（髙野直樹氏の御母堂様）
㈲エコライズ（千葉県）
令和６年２月１０日没
�篠塚 美巳 様（協会員）
花喜園緑化（茨城県）
令和６年４月１４日没 享年６４歳
�丹下 幸雄 様
（丹下貴啓氏の御尊父様）
㈱瀬戸内園芸センター（愛媛県）
令和６年５月２９日没 享年８０歳
�佐野 武義 様
（佐野栄信氏の御尊父様）
佐野園（東京都）
令和６年６月１日没 享年９０歳
�高橋 良幸 様（高橋誠氏の御尊父様）
㈱高橋魁春園（徳島県）
令和６年４月１７日没 享年７５歳

（前）部会長の
福島啓輔氏

日本列島植木植物園 ナショナルプランツ コレクション※

※ナショナルプランツ コレクションとは、世界的に価値のある植物の種・品種等を属のレベルで集め、植物の多様性の維持や希少種・絶滅危惧種の保護に役立てる事を目的としたコレクションです。

青青
年年
部部
会会

令令
和和
６６
年年
度度
通通
常常
総総
会会

福
岡
県
福
岡
市
で
開
催

問二村貞治 大分植木㈱ ☎０９７‐５４１‐１０４７

会長の
佐久定規氏

担当理事の
辰巳広之氏

来賓 左から福岡県支部
長の野口利浩氏、九州ブ
ロック長の福島明裕氏

中南米に約１００種分布し、花の美しい種が多く（文末の引用文献では、国花として１種をさすのか数種を指すのかどうか定かで
はないと記載されている）、葉に先立って樹冠を被うように咲きそろう、鮮やかな黄色の花は南国的な雰囲気をかもし出す。流通
名としてイペーと呼ばれることが多いが、導入先の沖縄では同属別種の桃色花がイペーと呼ばれており、黄花の種類は沖縄の方言
名でイッペーと呼ばれている（同様に引用文献では『イッペーは沖縄の方言名』と記載されているので正式名称と記載するのは間
違い）。標準和名としてよいかどうか判断できないが『コガネノウゼン』が良いと思われる。

文章引用 沖縄の都市緑化植物図鑑 ㈶海洋博覧会記念公園管理財団

イッペー（コガネノウゼン）
ノウゼンカズラ科タベブイア属

全員で集合写真

司会の
神代亮氏

議長の
古賀清司氏


